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調査概要

日程： 2018年3月5日（月）～6日（火）

内容： 地表断層と関連被害の調査、構造物・橋梁の被害調査、微動計測

中国土木水利工程学会（CICHE）、国立地震工学研究センター（NCREE）との交流会
メモ

地震被害の分布は、花蓮市を南北に横切る断層（米崙断層）に沿う狭いエリアに限定

 ４棟のビル（７～１２階建て）が崩壊。本調査では、その他建物の顕著な被害は確認されず

調査時点（地震発生から１か月後）では、上記の崩壊したビルは既に解体・整地済み

断層に沿って道路被害が生じたが、市内中心部はほぼ復旧済み

市内中心部の道路はほぼ復旧倒壊ビル跡地は駐車場に



2018年2月6日23時50分 （現地時間）、震央 N24.14 E121.69、Mw: 6.4 (USGS)

被害： 死者17名、重軽傷282名、被害戸数844 (中国土木水利工程学会）

花蓮地震の概要

米崙断層から嶺頂断層北部にかけて地殻変動が生じた。

米崙断層の東側が隆起し、北東へ変位（左横ずれ断層）
国土地理院
http://www.gsi.go.jp/cais/topic180209-
index.html

NCREE, 2018

南方向に断層破壊進展



余震分布 発震機構（初動解）は約60
度北西傾斜

地上部の地殻変動を説明
するのは高角度の断層

花蓮の北側と南側とで，断層面が
異なる可能性が指摘されている

B-B’断面

C-C’断面



地震動の特徴
東北大学大野晋先生の資料に地表断層位置を加筆
http://irides.tohoku.ac.jp/media/files/earthquake/eq/20180313_ohno.pdf

CWB地震記録



地震動の特徴
東北大学大野晋先生の資料に地表断層位置を加筆
http://irides.tohoku.ac.jp/media/files/earthquake/eq/20180313_ohno.pdf

周期１〜３秒のパルス状地震動

CWB地震記録

＃震源過程，断層との位置関係を考慮した考察が必要



米崙断層に沿って、断層の痕跡と
関連被害を調査

調査ルート

国土地理院
http://www.gsi.go.jp/cais/topic180209-
index.html

右図

②華西路沿線

③雲門翠堤大樓
と周辺橋梁

④東大門夜市周辺

①七星潭大橋とその周辺

⑤花蓮大橋と
東山安楽園

⑥地震計(WHA)



1951年花蓮ー台東地震（M7.3）と2018年花蓮地震の地震断層分布

1951年地震時の地表地震断層とほぼ
同じ位置に地盤変状が出現

台湾地質調査所（2018）

地質敏感区（断層変
位の影響範囲：2016
年発行図）の近傍に
2018年花蓮地震の地
盤変状が集中



七星潭大橋

台湾地質調査所報告2018

花蓮大橋

事前に断層位置が知られていた地点に断層変位



①七星潭大橋とその周辺

桁間ジョイントのずれによる損傷

七星潭大橋 上部工の被害状況

応急復旧のため，大型車を規制



①七星潭大橋とその周辺

七星潭大橋 下部工の被害状況

桁衝突により移動制限用の
部材が破壊されている



橋の欄干

七星潭大橋の北東側



七星潭大橋の北東側
左横ずれ，南東上がり

（台湾地質調査所報告では変位70cm）



七星潭大橋周辺

華西路沿い

夜市周辺

新興路北

花蓮大橋

華西路沿線

・道路に沿う引張
クラック



N

華西路沿いに道路修復跡，擁壁の伸張クラック
→道路を低角に切る断層

②華西路沿線



N



N



七星潭大橋周辺

華西路沿い

夜市周辺

新興路北

花蓮大橋

新興路の北





黄色線（１本）の幅は１０ｃｍ
→40cm程度の左横ずれ

E

撮影：吉見



地震翌日の写真（住民提供）

S 低崖沿いに変状出現



1.23Hz

微動のH/Vスペクトル比

雲門翠堤大樓の建設地点は旧河川に
位置する（日治官有林野圖，1914）
（23度59分19.9秒，121度36分20.6秒）

微動観測状況

http://gissrv4.sinica.edu.tw/gis/hualien.aspx

倒壊地点

http://www.setn.com/News.aspx?NewsID=345917

日治官有林野圖

③雲門翠堤大樓と周辺橋梁

倒壊地点

観測・解析：池田



③雲門翠堤大樓と周辺橋梁

歩道・自転車用の橋梁被害

下弦のトラス部材が座屈している
⇒ねじれ変形が残留している

撮影：上原子



③雲門翠堤大樓と周辺橋梁

歩道・自転車用の橋梁被害

取付道路，および橋梁本体の高欄が座屈している撮影：上原子



七星潭大橋周辺

華西路沿い

夜市周辺

新興路北

花蓮大橋

④東大門夜市周辺



1951年の地表地震断層は，市街地で3条に分岐



夜市周辺

わずかな伸張クラック，
路面圧縮，上下変位
分散している印象

2018年の市街地の地表変状

明瞭な断層変位は確
認できなかった（台湾
地質調査所報告には
掲載有り）



短縮があった場所

道路は修復されており痕跡は確認で
きなかった．

地震翌日の写真



連続するクラック修復痕
やや東側隆起

N



七星潭大橋周辺

華西路沿い

夜市

新興路北

花蓮大橋

⑤花蓮大橋





左横ずれ発生地点
50cm程度



花蓮市街地

北東

撮影：吉見



撮影：吉見



ズレを残したまま供用

西

50-70cm程度の左横ずれ撮影：吉見



⑥地震計（WHA）

微動のH/Vスペクトル比

1.16Hz

WHA観測点と考えられる地震計
花崗国中学校
（23度58分34.9秒，121度36分49.1秒）

【注意】

中央気象局の発表資料では
WHAの位置は東経121.61度，
北緯23.98度であり，本地点と
は異なる
https://www.cwb.gov.tw/V7/earthquake/rtd_eq.htm

日治官有林野圖

http://gissrv4.sinica.edu.tw/gis/hualien.aspx
観測・解析：池田



中国土木水利工程学会（CICHE）、
国立地震工学研究センター（NCREE）との交流会

台湾側の参加者
Mr. Wang (president of CECI and CICHE)
Ms. Kerwin (Secretary General of CICHE)
Prof. Sung (National Taipei Univ., NCREE)
Mr. Chiang (Technical manager of CECI)
Dr. Su (NCREE)
Mr. Su (Senior engineer of CECI)

 花蓮地震被害に関する情報交換

 CICHE学会誌の花蓮地震特集の紹介

 強震データの入手

 その他
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